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要要旨旨  

 1988～2017年の過去 30年間における市内の気温分布変化の特徴を、季節毎や、主に夜間に観測される最低気温につ

いて解析することで、気温分布の地域特性等をとりまとめた。その結果、市内の気温は四季を通じて概ね全地点で上昇

傾向にあったが、その上昇幅は地域によって異なる傾向が見られた。特に、比較的気温の低い北部地域（宮前局・多摩

局・麻生局）は気温の上昇幅が大きい傾向にあり、近年ではその他の地域と同程度まで気温が上昇したため、市内の気

温差は縮まっていた。 
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１１    ははじじめめにに  

 気候変動という視点から市内の気象データをまとめた

資料として、本研究所では「川崎市気候変動レポート」1)

を作成している。同レポートでは、世界及び日本における

経年変化の傾向と同様、市内の全ての地点で年平均気温

の有意な上昇傾向が見られたと報告している。しかしな

がら、都市化が進んだ地域ほど、地球温暖化の影響に加え

てヒートアイランド現象が顕著であることから、気温等

の推移傾向を考察するにあたっては、ヒートアイランド

現象の実態を把握することが必要である 2)。 

 そこで毎年、ヒートアイランド現象の実態の把握を目

的として、夏期と冬期に市内の気温分布について調査・解

析を行ってきた 3)。 

 今回は、これまで集積したデータを基に、1988～2017年

の過去30年間における気温分布変化の特徴を季節毎に解

析し、さらに、主に夜間に観測される最低気温の推移を解

析することで、気温分布の地域特性等についてとりまと

めたため、その結果を報告する。 

 

２２    調調査査内内容容  

22..11  調調査査地地点点  

 調査地点は図１のとおり、大気環境常時監視システム

の一般環境大気測定局（以下「一般局」という）９地点と

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地点図 

調査対象期間中にほとんどの測定局は移設されているが、

今回の調査では比較しやすいよう、図１に示した現在の

測定局位置で統一して分布図を作成することとした。 

22..22  調調査査方方法法  

 全ての一般局のデータは、環境総合研究所地域環境・公

害監視課の大気環境常時監視システムによる気温観測デ

ータを使用した。測定方法は、いずれの地点も強制通風方

式の電気式温度計による測定である。 

 ただし、川崎局については2016年の移設以降、気象観

測機器の設置位置が地上約 85m 地点と他局と大きく条件

が異なるため、本調査で用いるデータからは除外した。 

22..33  解解析析方方法法  

 市内の気温分布状況については、得られた気温データ

から調査地点ごとに月平均気温（日平均気温の平均とす

る）を算出したものを、季節平均にまとめ、分布図を作成

した。今回の調査においては、表１のとおりに季節を区切

ることとした（よって、「１年間」は「前年の12月１日～

当年の11月 30日」となる）。加えて、各地点の月平均最

低気温から年平均最低気温を算出し、同じく分布図を作

成した。 

 

表１ 季節の区切り方 
冬 前年の12月～２月 

春 ３月～５月 

夏 ６月～８月 

秋 ９月～11月 

 

  

多摩局 

高津局 

麻生局 

中原局 

宮前局 
大師局 

川崎局 

幸局 

田島局 

9 

2 
3 

4 

5 

6 
7 

8 

1 
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22..44  調調査査対対象象期期間間  

 解析は、1987年 12月１日から 2017年 11月 30日まで

の過去30年分の各測定地点のデータを対象に行った。比

較に際しては表２のとおり５年単位で期間を区切り、５

年平均気温・５年平均最低気温を算出し、分布図を作成し

た。ただし、各期間中（５年中）、データ数が基準を満た

さない欠測が２年分あった場合は、該当する期間の５年

平均気温・５年平均最低気温も欠測扱いとした。（欠測が

１年分の場合は、該当する期間の数値を最高や最低とい

った極値としては用いないこととし、後述の表中には印

を付けた。） 

 

表２ 期間の区切り方 
I期 1988年～1992年 

II期 1993年～1997年 

III期 1998年～2002年 

IV期 2003年～2007年 

V期 2008年～2012年 

VI期 2013年～2017年 

 

 

３３    調調査査結結果果  

33..11  季季節節毎毎のの変変化化  

33..11..11  冬冬期期  

 冬期における５年平均気温は表３、分布は図２のとお

りであった。どの期間においても、市内で平均気温が高い

地点は南部地域に多く、低い地点は北部地域に多かった。 

 特に I 期及び II 期では、気温が比較的高い南部地域

（大師局・田島局・川崎局・幸局）、中程度の中部地域（中

原局・高津局）、低い北部地域（宮前局・多摩局・麻生局）

といった、気温の特徴毎に３つの地域に分けられる傾向

にあった。その後、中部地域（特に中原局）は III 期や

IV期に平均気温が上昇し、その後の V期及び VI期にな

ると概ね南部地域と同程度の平均気温となっていた。北

部地域も、宮前局や麻生局等、平均気温が僅かに上昇する

傾向が見られたが、期間を通して市内で比較的気温が低

い地域となっていた。南部地域は大きく平均気温が変わ

ることはなく、川崎局や幸局等については若干平均気温

が下降する傾向も見られたものの、市内では比較的高い

7.0℃以上を維持する傾向にあった。このような各地域の

推移の結果、III期以降は、宮前局以北と高津局以南の２

つの地域に分けられる傾向に変化したと考えられる。

 

表３ 各調査地点の冬期における５年平均気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 7.2 7.9* 7.4 7.5 6.6 6.8 5.9 6.3 5.9 2.0 

II期 7.2 7.4 7.2 7.3 6.6 6.6* 6.1 5.8* 5.6 1.8 

III期 7.5 6.9 7.1 7.4 7.2 6.9 6.3 6.1 5.7 1.8 

IV期 7.2 7.3 7.0 7.0 6.6 6.8 6.0* 6.3 6.0 1.3 

V期 7.2 7.1 7.1 6.9 6.9 6.9 6.2 6.2 6.1 1.1 

VI期 7.2 7.3 7.2* 7.1 7.0 6.8 6.5 6.2 6.3 1.1 

VI-I差 0 -0.6 -0.2 -0.4 0.4 0 0.6 -0.1 0.4 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

 

33..11..22  春春期期  

 春期における５年平均気温は表４、分布は図３のとお

りであった。どの期間においても、市内で平均気温が高い

地点は南部地域に多く、低い地点は北部地域に多かった。 

 春期は、気温の特徴毎に地域を明確に分けることが難

しく、期間を通して、最も気温の低い麻生局以外の８地点

は、概ね1.0℃以内の範囲に収まる差の小さい平均気温分

布となっていた。III期以降は I期や II期よりも高い平

均気温となっており、直近であるVI期はこれまでで最も

平均気温が高い期間で、I期との差は概ね全地点で1.0℃

を超えていた。 

 各期間の最高平均気温地点と最低平均気温地点との差

は、I 期が最も大きく、VI 期に近付くにつれて小さくな

っており、冬期と同様、市内の平均気温分布差は徐々に縮

小する傾向にあった。その結果、全体的に平均気温が上が

る傾向にあっても麻生局が他地点よりも比較的低い平均

気温になるという特徴は変わらないものの、差はVI期に

近付くにつれて小さくなっていた。 
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図２ 冬期の平均気温分布 

 

表４ 各調査地点の春期における５年平均気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 13.6 14.5* 14.0 14.2 13.7 13.8 13.5* 13.6 12.9 1.6 

II期 13.9 14.2 14.0 14.0 14.0* 13.6* 13.5 13.7* 12.7 1.5 

III期 15.0 14.8 14.8 15.2 15.3 14.9 14.4 14.5 13.9 1.4 

IV期 14.2 14.5 14.2 14.3* 14.0 14.2 13.8* 13.9 13.5 1.0 

V期 14.2 - 14.1 14.2 14.3 14.2 13.8 13.8 13.4 0.9 

VI期 15.1 15.6* - 15.2 15.3 15.0 15.0 14.8 14.6 1.0 

VI-I差 1.5 0.9 - 1.0 1.6 1.2 1.5 1.2 1.7 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     

※V期の田島局は、2010年及び2012年に基準を超える欠測日数があったため調査対象から除いた     

※VI期の川崎局は、気象観測機器の設置位置条件が大きく変わったため調査対象から除外した     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

北部 

中部 南部 

5.7～6.3℃ 

6.9～7.5℃ 

北部 

中部 南部 

6.0～6.3℃ 

6.6～7.3℃ 

V期 VI期 
（2013～2017年） （2008～2012年） 

北部 

中部 南部 

6.1～6.2℃ 

6.9～7.2℃ 

北部 

中部 南部 

6.2～6.5℃ 

6.8～7.3℃ 

（℃） 

I期 
（1988～1992年） 

北部 

中部 

南部 

5.9～6.3℃ 

6.6～6.8℃ 

7.2～7.5℃ 

II期 
（1993～1997年） 

北部 

中部 

南部 

5.6～6.1℃ 

6.6℃ 

7.2～7.4℃ 
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6.6℃ 

7.2～7.4℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※灰色のマーカーで示した地点は欠測    

図３ 春期の平均気温分布 
 
33..11..33  夏夏期期  

 夏期における５年平均気温は表５、分布は図４のとお

りであった。どの期間においても、市内で平均気温が高い

地点は南部地域に多く、平均気温が低い地点は北部地域

に多くなっていた。 

 I期は最も平均気温が低い麻生局以外の地点は、0.6℃

の範囲に収まる差の小さい分布であった。II 期及び III

期については、III期に中原局の平均気温が上がっていた

ものの、中原局と麻生局以外の地点はI期と同様に、0.6℃

の範囲に収まる差の小さい分布をしていた。IV期以降は

全市的に気温が上昇し、直近の VI期には麻生局も平均気

温が25.0℃を超えていた。冬期及び春期と同様に、VI期 

 

に近付くにつれて最高平均気温地点と最低平均気温地点

との差は徐々に小さくなっており、市内の気温分布差は

他の季節同様縮小する傾向にあった。VI期における麻生

局の気温は、この期間中では最低であるものの、I期の田

島局における最高平均気温よりも高くなっていたことか

ら、近年の暑さは過去と比べて非常に厳しいものである

と考えられる。 

 冬期は北部・中部・南部といったように、気温の特徴別

に地域を分けられる傾向にあったが、夏期は気温が高い

または低い地点が局所的に存在するか、差が小さい分布

をしており、地域で分けることは難しい傾向にあった。

（℃） 

I期 II期 
（1988～1992年） （1993～1997年） 

麻生局 
12.9℃ 

その他８地点 
13.5～14.5℃ 

麻生局 
12.7℃ 

その他８地点 
13.5～14.2℃ 0.6℃差 0.8℃差 

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

麻生局 
13.9℃ 

その他８地点 
14.4～15.3℃ 

麻生局 
13.5℃ 

その他８地点 
13.8～14.5℃ 0.5℃差 0.3℃差 

V期 VI期 
（2013～2017年） （2008～2012年） 

麻生局 
13.4℃ 

その他７地点 
13.8～14.3℃ 

麻生局 
14.6℃ 

その他７地点 
14.8～15.6℃ 0.4℃差 0.2℃差 

19

川崎市環境総合研究所年報　第７号　2019



表５ 各調査地点の夏期における５年平均気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 23.9* 24.6 24.2 24.3 24.2 24.3 24.0 24.2 23.4 1.2 

II期 24.6 24.8 24.7 25.0 25.5* 24.8 24.6 24.6 23.8 1.7 

III期 25.4 25.1* 25.3 25.6 26.0 25.5 25.0 25.2 24.5 1.5 

IV期 24.9 25.4 25.0 24.9* 25.0 25.1 25.1 24.9 24.4 1.0 

V期 25.5 25.5 25.5 25.5 25.9 25.7 25.6 25.4* 24.9 1.0 

VI期 25.5 25.9 - 25.6 25.8 25.4 25.6 25.3 25.3 0.6 

VI-I差 1.6 1.3 - 1.3 1.6 1.1 1.6 1.1 1.7 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     

※VI期の川崎局は、気象観測機器の設置位置条件が大きく変わったため調査対象から除外した     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※灰色のマーカーで示した地点は欠測    

図４ 夏期の平均気温分布 
 

（℃） 

I期 II期 
（1988～1992年） （1993～1997年） 

麻生局 
23.4℃ 

その他７地点 
24.0～24.6℃ 

麻生局 
23.8℃ 

その他７地点 
24.6～25.0℃ 

（一部欠測のあった大師局を除く） （一部欠測のあった中原局を除く） 

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

麻生局 
24.5℃ 

その他７地点 
25.0～25.6℃ 

中原局 
26.0℃ 

麻生局 
24.4℃ 

その他８地点 
24.9～25.4℃ 

V期 VI期 
（2008～2012年） （2013～2017年） 

麻生局 
24.9℃ 

その他８地点 
25.4～25.9℃ 

全地点 
25.3～25.9℃ 
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表５ 各調査地点の夏期における５年平均気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 23.9* 24.6 24.2 24.3 24.2 24.3 24.0 24.2 23.4 1.2 

II期 24.6 24.8 24.7 25.0 25.5* 24.8 24.6 24.6 23.8 1.7 

III期 25.4 25.1* 25.3 25.6 26.0 25.5 25.0 25.2 24.5 1.5 

IV期 24.9 25.4 25.0 24.9* 25.0 25.1 25.1 24.9 24.4 1.0 

V期 25.5 25.5 25.5 25.5 25.9 25.7 25.6 25.4* 24.9 1.0 

VI期 25.5 25.9 - 25.6 25.8 25.4 25.6 25.3 25.3 0.6 

VI-I差 1.6 1.3 - 1.3 1.6 1.1 1.6 1.1 1.7 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     

※VI期の川崎局は、気象観測機器の設置位置条件が大きく変わったため調査対象から除外した     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※灰色のマーカーで示した地点は欠測    

図４ 夏期の平均気温分布 
 

（℃） 

I期 II期 
（1988～1992年） （1993～1997年） 

麻生局 
23.4℃ 

その他７地点 
24.0～24.6℃ 

麻生局 
23.8℃ 

その他７地点 
24.6～25.0℃ 

（一部欠測のあった大師局を除く） （一部欠測のあった中原局を除く） 

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

麻生局 
24.5℃ 

その他７地点 
25.0～25.6℃ 

中原局 
26.0℃ 

麻生局 
24.4℃ 

その他８地点 
24.9～25.4℃ 

V期 VI期 
（2008～2012年） （2013～2017年） 

麻生局 
24.9℃ 

その他８地点 
25.4～25.9℃ 

全地点 
25.3～25.9℃ 

33..11..44  秋秋期期  

 秋期における５年平均気温は表６、分布は図５のとお

りであった。どの期間においても、市内で平均気温が高い

地点は南部地域に多く、平均気温が低い地点は北部地域

に多くなっていた。 

 I期及び II期では、冬期と同様に、気温が比較的高い

南部地域、中程度の中部地域、低い北部地域といった３つ

の地域に概ね分けられる傾向が見られた。III期は中部地

域の平均気温が南部地域と同程度まで上昇し、両地域合

わせて 0.4℃の範囲に収まる差の小さい分布をしていた。

その後のIV期では、北部地域のうち多摩局及び宮前局の

平均気温が上昇し、麻生局より中部地域に近い気温分布 

 

となっていたほか、田島局の平均気温が比較的高くなっ

ているのが目立ったが、その他の５地点は0.3℃の範囲に

収まる分布をしていた。V 期には麻生局も 18.0℃を超え

る平均気温となり、北部地域と中部・南部地域の２つに分

けられる傾向が見られ、続くVI期も２地域に分けられる

傾向にあったものの、境界は高津局と中原局の間とやや

南下していた。 

 各期間における平均気温の最高地点と最低地点の差を

見てみると、他の季節と同様に、I期～IV期よりも V期

や VI期の差は小さくなっており、市内の気温差が VI期

に近付くにつれて縮小していることが示唆された。

 

表６ 各調査地点の秋期における５年平均気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 18.2* 18.7 18.1 18.5 17.8 17.8 17.3 17.4 17.1* 1.6 

II期 18.5 18.6 18.4 18.5 18.2 18.0 17.7 17.4 17.0 1.6 

III期 19.0 18.7 18.7 19.0 19.1 18.7 18.0 18.0 17.4 1.6 

IV期 18.9 19.3 18.9 18.9 18.6 18.8 18.4 18.3 17.9 1.4 

V期 19.3 19.2 19.2 19.0 19.2 19.0 18.5 18.5 18.1 1.2 

VI期 18.8 19.1 - 18.7 18.8 18.4 18.3 18.0 18.2 1.1 

VI-I差 0.6 0.4 - 0.2 1.0 0.6 1.0 0.6 1.1 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     

※VI期の川崎局は、気象観測機器の設置位置条件が大きく変わったため調査対象から除外した     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

 

33..22  年年平平均均最最低低気気温温のの推推移移  

 ヒートアイランド現象は、夜間の時間帯における影響

が大きいとされていることから、主に夜間に観測される

最低気温について、５年平均値を基に分布図を作成した。 

 ５年平均最低気温は表７、分布は図６のとおりであっ

た。どの期間においても、南部地域が高く、北部地域が低

い気温となる傾向にあった。 

 I期は、平均最低気温が比較的高い南部地域（大師局・

田島局・川崎局・幸局）、中程度の中部地域（中原局・高

津局）、低い北部地域（宮前局・多摩局・麻生局）といっ

た３つの地域に分けられる傾向にあった。II期も中部・

南部地域の分布は I 期と同様であったが、北部地域のう

ち、多摩及び宮前局は気温が僅かに上昇し、麻生局と差が

生じていた。III期は概ねII期と同様の分布であったが、

中部地域の平均最低気温が南部と同程度まで上昇し、高

津局以南は 0.6℃の範囲に収まる差の小さい分布となっ

ていた。IV期も、平均最低気温が下がった中原局を除い

て、III期と同様の分布をしていた。V期及び VI期は、

北部地域と中部・南部地域の２つの地域に分けられる傾

向にあり、それまでの期間に比べて全市的に平均最低気

温が上昇していた。V期では II～IV期同様、北部地域の

うち麻生局が多摩及び宮前局と差のある状態であったが、

VI期では麻生局の平均最低気温が上昇することで、0.3℃

に収まる分布となっていた。 

 各地点におけるI期とVI期の平均最低気温の差を比較

してみると、中原局及び麻生局が最も差が大きく、他にも

0.5℃程度上昇した地点が多く見られ、全市的に気温が上

昇していることが示唆された。また、各期間における平均

気温の最高地点と最低地点の差を見てみると、I 期～IV

期よりもV期や VI期の差の方が小さくなっており、平均

最低気温、つまり夜間の気温についても市内の気温分布

差が縮小していると考えられる。 
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※灰色のマーカーで示した地点は欠測    

図５ 秋期の平均気温分布 
 

表７ 各調査地点の５年平均最低気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 12.9* 13.3* 13.0 13.0 12.2 12.2 11.9* 11.7 11.4* 1.9 

II期 13.0 12.9 13.0 12.9* 12.6* 12.3* 11.8 11.8* 11.1* 1.9 

III期 13.7 13.2* 13.4 13.6 13.4 13.1 12.3 12.3 11.8 1.9 

IV期 13.3 13.6 13.4 13.2* 12.6 13.0 12.3* 12.2* 11.9 1.7 

V期 13.6 13.5* 13.6 13.2 13.3 13.2 12.5 12.5 12.1 1.5 

VI期 13.8* 13.8* - 13.4 13.4 13.2 12.9 12.7* 12.6 1.2 

VI-I差 0.9 0.5 - 0.4 1.2 0.6 1.0 1.0 1.2 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     

※VI期の川崎局は、気象観測機器の設置位置条件が大きく変わったため調査対象から除外した     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

北部 

中部 南部 

17.4～18.0℃ 

18.7～19.1℃ 
その他５地点 

18.6～18.9℃ 

多摩・宮前局 
18.3～18.4℃ 

麻生局 
17.9℃ 

田島局 
19.3℃ 

V期 VI期 
（2013～2017年） （2008～2012年） 

北部 
18.1～18.5℃ 

19.0～19.3℃ 
中部 南部 

高津局以北 
18.2～18.4℃ 

18.7～19.1℃ 
中原局以南 

（℃） 

I期 II期 
（1988～1992年） （1993～1997年） 

北部 

中部 

南部 

17.1～17.4℃ 

17.8℃ 

18.1～18.7℃ 

麻生・多摩局 

中部＋宮前 

南部 

17.0～17.4℃ 

17.7～18.2℃ 

18.4～18.6℃ 
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※灰色のマーカーで示した地点は欠測    

図５ 秋期の平均気温分布 
 

表７ 各調査地点の５年平均最低気温［℃］ 

期間 大師局 田島局 川崎局 幸局 中原局 高津局 宮前局 多摩局 麻生局 最高－最低差 

I期 12.9* 13.3* 13.0 13.0 12.2 12.2 11.9* 11.7 11.4* 1.9 

II期 13.0 12.9 13.0 12.9* 12.6* 12.3* 11.8 11.8* 11.1* 1.9 

III期 13.7 13.2* 13.4 13.6 13.4 13.1 12.3 12.3 11.8 1.9 

IV期 13.3 13.6 13.4 13.2* 12.6 13.0 12.3* 12.2* 11.9 1.7 

V期 13.6 13.5* 13.6 13.2 13.3 13.2 12.5 12.5 12.1 1.5 

VI期 13.8* 13.8* - 13.4 13.4 13.2 12.9 12.7* 12.6 1.2 

VI-I差 0.9 0.5 - 0.4 1.2 0.6 1.0 1.0 1.2 -- 

※「最高－最低差」は各期間の最高気温と最低気温の差、「VI-I差」は各地点のVI期とI期の差を算出したもの     

※VI期の川崎局は、気象観測機器の設置位置条件が大きく変わったため調査対象から除外した     
* 期間（５年間）のうち１年欠測があった地点     

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

北部 

中部 南部 

17.4～18.0℃ 

18.7～19.1℃ 
その他５地点 

18.6～18.9℃ 

多摩・宮前局 
18.3～18.4℃ 

麻生局 
17.9℃ 

田島局 
19.3℃ 

V期 VI期 
（2013～2017年） （2008～2012年） 

北部 
18.1～18.5℃ 

19.0～19.3℃ 
中部 南部 

高津局以北 
18.2～18.4℃ 

18.7～19.1℃ 
中原局以南 

（℃） 

I期 II期 
（1988～1992年） （1993～1997年） 

北部 

中部 

南部 

17.1～17.4℃ 

17.8℃ 

18.1～18.7℃ 

麻生・多摩局 

中部＋宮前 

南部 

17.0～17.4℃ 

17.7～18.2℃ 

18.4～18.6℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 年平均最低気温分布の推移 
 

 

    

I期 II期 
（1988～1992年） （1993～1997年） 

北部 
11.4～11.9℃ 

12.9～13.3℃ 

南部 

多摩・宮前局 
 

11.8℃ 

12.9～13.0℃ 

南部 

麻生局 中部 中部 11.1℃ 
12.2℃ 12.3～12.6℃ 

（℃） 

III期 IV期 
（1998～2002年） （2003～2007年） 

中部 南部 
13.1～13.7℃ 

多摩・宮前局 
12.3℃ 

麻生局 
11.8℃ 南部＋高津 

13.0～13.6℃ 

麻生局 
11.9℃ 

中原局 
12.6℃ 

V期 VI期 
（2013～2017年） （2008～2012年） 

中部 南部 
13.2～13.6℃ 

多摩・宮前局 
12.5℃ 

麻生局 
12.1℃ 

北部 

中部 南部 

12.6～12.9℃ 

13.2～13.4℃ 
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４４    ままととめめ  

 冬期は、平均気温が比較的高い南部地域（大師局・田島

局・川崎局・幸局）、中程度の中部地域（中原局・高津局）、

低い北部地域（宮前局・多摩局・麻生局）の３つの地域に

分けられる傾向が I・II 期で見られたが、中部地域の平

均気温が III・IV 期に南部地域と同程度まで上昇したた

め、直近の VI期では北部地域と中部・南部地域といった

２つの地域に分けられる傾向に変化した。 

 春期は、期間を通して麻生局の平均気温の低さが目立

ち、他地点は差の小さい気温分布となっており、VI期に

なるにつれて全市的に平均気温が上昇していたが、地域

によって上昇幅に若干の差が見られた。 

 夏期は、II期に中部・南部地域の平均気温が上昇し、

III期には北部地域も上昇し、平均気温の低い傾向の麻生

局も含めてVI期には全市的に気温が上昇しており、市内

の気温差は小さくなっていた。 

 秋期は、I期や II期は北部・中部・南部の３つの地域

に分けられる傾向が見られたが、南部との差が小さい中

部地域はIII期に南部地域と同程度にまで気温が上昇し、

V期には北部地域と中部・南部地域の２つの地域に分けら

れる傾向に変化していたが、続く VI期の境界は高津局と

中原局の間に南下していた。 

 平均最低気温については、I期や II期では北部・中部・

南部地域の３つに分けられていたが、III期以降は中部地

域の平均気温が上昇することで南部と同程度になり、概

ね北部地域と中部・南部地域の２つに分けられる差の小

さい分布になっていた。 

 全市的に気温は上昇傾向にあったが、地域によって上

昇幅などが異なる傾向が見られた。 
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